
 

第２５回国保・後期高齢者ヘルスサポート事業運営委員会 資料
No.5令 和 ４ 年 １ ２ 月 １ ５ 日 （ 木 ）

 
 
 
 

令和４年度「国保連合会保健事業支援・評価委員会」報告会（案）について 

 

 

 

【開催の経緯】 

本報告会は、国保・後期高齢者ヘルスサポート事業が開始された平成 26 年度より、全国の保健事

業支援・評価委員会（以下、「支援・評価委員会」という。）の委員及び事務局の国保連合会が一堂に

会し、ヘルスサポート事業の現状と課題を共有し対策を検討する意見交換の場として、国保中央会に

おいて開催している。 

現在では、国保ヘルスアップ事業や糖尿病性腎症重症化予防の更なる推進、高齢者の保健事業と介

護予防の一体的な実施の全国展開などの個別事業の推進支援に加え、令和 6 年度からの第 3 期データ

ヘルス計画に向け、第 2 期計画の最終評価及び次期計画策定支援についての検討の必要性が高まって

いる。 

 

【目的】 

・ 支援・評価委員会として保険者が実施する保健事業への支援のあり方や具体的な方策について、

各地の活動状況の報告を受け意見交換を行うこと。 

・ 国保・後期高齢者ヘルスサポート事業の今後の方向性を踏まえながら、支援・評価委員会が抱え

ている課題を解決し、効果的な支援方法を共有していくこと。 

・ 令和 5 年度は第 2 期データヘルス計画の評価と第 3 期データヘルス計画の策定時期となるため、

現在、厚生労働省ではデータヘルス計画の手引きの作成について検討しているところである。そ

の検討状況について情報共有を行い、来年度の支援に生かすこと。 

 

 

【報告会の参加対象者】 

支援・評価委員会委員 

支援・評価委員会事務局担当者 

 

【開催形式】 

  ウェビナー形式 

 

【開催日時】（予定） 

令和４年 12 月 21 日（水） 13 時 30 分～16 時 45分 
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日程表（案） 

令和 4年 12 月 21 日（水） 

13:30 開会 

主催者挨拶（5分） 

   国民健康保険中央会 理事長 

13:35 来賓挨拶（5分） 

   厚生労働省保険局長（仮） 

13:40 国保・後期高齢者ヘルスサポート事業運営委員会委員長挨拶（5分） 

医療法人社団健育会副理事長 

慶應義塾大学医学部衛生学公衆衛生学教室客員教授 

                   宇都宮 啓 氏 

13:45 行政説明（10 分） 

   厚生労働省保険局国民健康保険課    

13:55 行政説明（10 分） 

厚生労働省保険局高齢者医療課 

14:05 講演（30分） 

「健康日本21からデータヘルス・医療費適正化､一体的実施まで､新しい動きを踏まえた

ヘルスサポート事業の方向性について（仮題）」 

   ・国保・後期高齢者ヘルスサポート事業運営委員会委員 

・高齢者の保健事業ワーキンググループ座長 

・糖尿病性腎症重症化予防ワーキンググループ座長 

    女子栄養大学 特任教授     津下 一代 氏  

14:35 講演（20分） 

 「第 3期データヘルス計画に向けた支援・評価委員会の取組について（仮題）」 

・国保・後期高齢者ヘルスサポート事業運営委員会委員 

浜松医科大学医学部医学科健康社会医学講座教授 

                  尾島 俊之 氏                  

14:55 休 憩（15 分） 

15:10 中央会からの報告 

「ヘルスサポート事業の全国的な取組状況と今後の動き（仮題）」 

   国民健康保険中央会保健事業課 

15:25 国保連合会からの報告 

「新潟県国保連合会の支援・評価委員会の取組（仮題）」 

   新潟県国民健康保険団体連合会 

15:40 グループワークの進め方の説明（5分） 

グループワーク（60 分） 

 テーマ（案） 

「各県の取組の現状と課題、その対応について」 

・昨年度の報告会で挙げた課題、今年度の現状とさらなる課題 

16:45 閉会 
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都 道 府 県 名

担 当 課 （ 部 ） 名

担 当 者 名

電 話 番 号

報 告 期 限 令和4年12月14日（水）

当日、以下について意見交換していただきますので、事前準備をお願いいたします。

課
題

対
応

令和４年度「国保連合会保健事業支援・評価委員会」報告会
事前ワークシート

1　昨年度の報告会で挙げた課題とその対応状況

２　今年度、実施している中で課題となっていること等
    ※ １と同様の場合はその旨記載すること

3　他県に質問、意見交換したいこと

４　第3期データヘルス計画策定支援への準備状況について
　※ １、２とは別に第3期データヘルス計画策定支援への具体的な準備、取組等について記載してください
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グループワークの進め方について 
 

 

１ 目的 
 各県の取組の現状と課題、第 3 期計画策定支援に向けた準備等について、情報を共有し、

課題解決に向けた協議、意見交換を行う。 

 

 

２ タイムスケジュール 

時間配分 内容 

15:40 ５分 グループワークに関する説明（中央会） 

15:45  
ブレイクアウトルームに切り替え 

＜自動で遷移します＞ 

15:45 ～ 15:48 約３分 グループワークへの導入（司会） 

15:48 ～ 16:15 約 30 分 
各県の代表委員から事前ワークシートをもとに報告

（１県５分程度） 

16:15 ～ 16:42 約 30 分 
フリーディスカッション 

（参加者全員にご発言いただく時間） 

16:42 ～ 16:45 約３分 
まとめの挨拶（司会） 

＜1 分前に予告画面が出ます＞ 

16:45  
ミーティング本体に切り替え 

＜自動で遷移します＞ 

 

・ タイムスケジュールの時間配分は目安です。 

・ 終了時間 16:45 の１分前に予告画面が表示され、自動でミーティング本体に

遷移します。 

・ 今回の報告会では、意見交換後の全体発表を行いません。後日、記録を事務

局で要約し、共有いたします。 

 

 

司会用 
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３ グループワークの主な観点 
 各県の報告から共通の課題や重点的に検討が必要な課題などに対して、自県で工夫し

たこと、うまくいった取組などを共有し、解決策を協議する。 

 来年度に向けて取組をしようと考えていることを共有し、各県の検討に活かす。 

（例） 

・ 第 2 期データヘルス計画の最終評価／第 3 期の計画策定支援 

・ 一体的実施の支援増への対応／広域・市町村との連携 

・ 事務局として委員との事前調整の工夫／委員会の運営方法／委員会後のフォロー等

について 

・ 国保中央会・厚労省に求める支援 

 

 

４ グループワークの進め方について 
 

グループワークの司会者には、進行及び助言をお願いいたします。 

 

① 最初に「意見交換への導入」をお願いいたします。 

 

② まず各県の代表委員より事前ワークシートをもとに、「昨年度の報告会で挙げた課題、今

年度の現状とさらなる課題」、「第 3 期データヘルス計画策定支援への準備状況」をご報

告いただきます。 
 

＜ご周知いただきたい内容＞ 

 報告は、１人５分程度。 

 発言する際には、画面を ON、マイクのミュートを解除し、一呼吸おいてから都道府

県名・所属団体名・氏名を述べ、ご発言ください。 
 発言者以外は、画面を OFF、マイクをミュートにしてください。 

 

 各県の代表委員については、代表者名簿をご確認ください。 

 

③ フリーディスカッションは、各代表委員の発言を受け、「３ グループワークの主な観点」の中から、

適宜、グループ内で掘り下げるテーマを絞っていただき、手上げまたは指名により、行ってください

（参加されている支援・評価委員会、国保連合会職員すべてが対象です。すべての観点に

ついて行う必要はありません）。 

議論が煮詰まった場合は、各県の取組で困ったときの事例を具体的に挙げてもらうなど、

ご対応をお願いいたします。 

5



 
 

 

④ お時間が近づきましたら、最後にまとめのご挨拶をお願いいたします。 
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グループワークについて 

 

 

テーマ： 

各県の取組の現状と課題、その対応について 

 

 

１ テーマの趣旨等 

平成 26 年度から国保・後期高齢者ヘルスサポート事業が開始されました。各国保

連合会に支援・評価委員会が設置され、保険者支援が開始されてから令和４年度で９

年目を迎えました。 

令和５年度には、第２期データヘルス計画の最終評価および令和６年度からの第３

期データヘルス計画の改定や同じく令和６年度までに全市町村において一体的実施

の開始を見込むことから、より一層、関係者が連携した取組の推進が求められている

状況です。 

昨年度の報告会で挙げた課題から今年度の取組状況、さらなる課題、また、第３期

データヘルス計画への策定支援の準備状況について、意見交換（グループワーク）を

お願いします。 

 

 

２ グループワークの主な内容 

① 各都道府県支援・評価委員会の代表委員からの報告 

 昨年度の報告会で挙げた課題、今年度の現状とさらなる課題について 

 第３期データヘルス計画策定支援への準備状況について 

 

② フリーディスカッション（全員参加） 

 各県の報告から共通の課題や重点的に検討が必要な課題などに対して、自県

で工夫したこと、うまくいった取組などを共有し、解決策を協議する。 

 来年度に向けて取組をしようと考えていることを共有し、各県の検討に活か

す。 

（例） 

・ 第２期データヘルス計画の最終評価／第３期の計画策定支援 

・ 一体的実施の支援増への対応／広域・市町村との連携 

・ 事務局として委員との事前調整の工夫／委員会の運営方法／委員会後のフォ

ロー等について 

・ 国保中央会・厚労省に求める支援 

 

 

参加者用 
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３ タイムスケジュール 

時間配分 内容 

15:45  
ブレイクアウトルームに切り替え 

＜自動で遷移します＞ 

15:45 ～ 16:15 約 30 分 
各県の代表委員から事前ワークシートをもとに報告

（１県５分程度） 

16:15 ～ 16:45 約 30 分 
フリーディスカッション 

（参加者全員にご発言いただく時間） 

16:45  
ミーティング本体に切り替え 

＜自動で遷移します＞ 

 

 支援・評価委員会代表委員からの報告（代表委員） 

各委員会の代表委員から、現状と課題、第３期データヘルス計画策定支援への準備

状況等について、ご報告をお願いします。 

 フリーディスカッション（参加者全員） 

取組にあたって工夫したこと、うまくいった取組、来年度に向けた取組等について、

意見交換をお願いします。 

 

 

４ グループワークの進め方についてのお願い 

 ヘルスサポート事業運営委員会委員の先生に、各グループの司会及び助言をお願

いしております。司会の指示に従ってください（グループ一覧、代表委員名簿参照） 

 今回の報告会では、グループワーク後の全体発表を行いません。 

 

 

５ グループワークについての留意事項 

① グループワークの開始時間（15時 45 分）になると、自動でグループごとの接続が

開始されます。グループ毎の接続時は、他のグループ及び中央会との通信はできま

せん。 

② 発言する際には、画面を ON、マイクのミュートを解除し、発言時以外は、画面を

OFF、マイクをミュートにしてください。 

③ グループワーク中に退出し、再度入室する場合、ミーティング本体に接続されます。

再入室する際や途中から参加される場合は、本会からの割り当てが画面上に表示

されるまでお待ちください。 

④ グループワークの終了時間（16時 45 分）になると、グループごとの接続が自動的

に遮断され、ただちにミーティング本体との接続が再開されます。 
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